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村
文
化
祭
に
つ
い
て

　
文
化
の
香
り
高
い
平
和
な
村

東
郷
村
の
建
設
を
め
ざ
し
て
、

第
一
回
の
文
化
祭
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
三

年
の
秋
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
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村
民
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な
御
協

力
に
よ
り
ま
し
て
年
々
充
実
の

　
一
途
を
た
ど
り
ま
し
て
、
本
村

教
育
の
進
展
に
、
産
業
の
振
興

に
、
生
活
の
改
善
に
、
体
位
の

向
上
に
、
そ
の
他
村
民
の
生
活

の
全
野
に
亘
り
そ
の
根
基
を
培

っ
た
力
は
偉
大
な
も
の
の
あ
る

こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
こ
の
十
年
間
の
歴
史

の
上
に
立
ち
ま
し
て
左
記
に
よ

り
文
化
祭
を
開
催
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
御
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
◇
本
館
文
化
祭

一
、
主
催
　
東
郷
村
・
東
郷
村

　
　
教
育
委
員
会

二
、
期
間
　
十
二
月
六
日
七
日

　
八
日
間
（
三
日
）

三
、
場
所
　
東
郷
小
学
校

四
、
事
業
学
童
作
品
展
、
美

　
術
展
、
村
勢
郷
土
展
、
農
協

　
展
、
農
林
産
品
展
、
農
機
具

　
農
薬
展
、
生
活
改
善
展
、

　
生
花
展
、
衛
生
展
、
畜
産
展

　
写
真
展
、
婦
人
室
、
青
年
室

　
文
化
班
。

竸
技
大
会

　
排
球
、
卓
球
、
柔
道
、
剣

　
道
、
庭
球
、
駅
伝
（
中
学
校

　
を
含
む
）
ソ
フ
ト
ボ
：
ル

　
（
小
学
校
）
珠
算
、
囲
碁

五
、
日
　
程

◇
六
目
午
前
中
出
晶
受
付

　
　
午
後
陳
列
審
査

◇
七
日
　
午
前
九
時
開
展

　
　
午
前
九
、
三
〇
よ
り

　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

　
　
排
球
、
柔
道
、
囲
碁
、
珠

　
　
算
。

◇
八
日
　
午
前
九
、
○
○
よ
り

　
　
駅
伝
、
剣
道
、
庭
球
、
畜

　
　
産
。

　
　
後
一
、
○
○
よ
り
軽
音
楽

　
　
会
、
表
彰
式
。

　
後
一
、
○
○
閉
一

六
、
表
　
彰

　
分
舘
は
個
人
表
彰
と
し
本
舘

　
は
団
体
表
彰
と
す
る
。

　
日

済
作
物

俵
米
（
本
工
は
一
升
。
分
引
は

　
一
新
）
甘
藷
（
一
蔓
）
　
（
坪

　
刈
、
坪
掘
は
分
舘
に
て
な

　
す
）

疏
　
菜

　
大
根
、
白
菜
類
（
三
珠
）
里

　
芋
（
一
株
）
ご
ぼ
う
、
人
夢

　
（
各
五
本
）
ね
ぎ
（
一
瓢
、

　
廻
り
約
一
尺
）
ほ
う
れ
ん
草

　
（
一
把
）

雑
穀
類

　
豆
類
（
一
升
）
と
う
き
び

　
（
三
穂
）
粟
、
そ
ば
（
一
升
）

　
落
花
生
（
一
升
）

果
実
類

　
み
か
ん
、
柿
（
十
個
）

　
栗
（
五
合
）

山
産
物
類

　
椎
茸
（
百
匁
）
木
炭
（
一
俵
）

農
産
加
工
品

　
茶
（
五
〇
匁
）
み
そ
（
百
匁
）

　
醤
油
（
二
合
）
こ
う
じ
（
二
合
）

　
（
説
明
書
添
付
の
こ
と
）

藁
工
品

　
莚
（
一
枚
）
そ
ら
く
ち
（
一
荷
）

　
縄
（
手
な
わ
一
ば
ん
、
機
械
一

　
丸
）
か
ま
す
、
炭
俵
（
一
枚
）

　
く
ら
し
た
、
か
さ
（
一
個
）

　
草
履
類
（
一
足
）

そ
の
他

　
（
竹
工
品
、
木
工
品
）

八
、
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
事

　
項

　日向市富高

等蜜嘩印廟所
　　電話64番

1
品
名
、
部
落
名
、
出
品
者

　
　
氏
名
の
札
を
つ
け
る
こ
と

2
売
品
、
非
売
品
、
参
考
晶

　
　
の
別
を
明
記
す
る
こ
と
。

3
出
品
物
の
包
装
は
厳
に
す

　
　
る
こ
と
。

4
出
品
物
は
各
公
民
舘
で
ま

　
　
と
め
て
搬
入
の
こ
と
。

◇
分
舘
文
化
祭

1
各
回
講
は
適
当
な
期
日
に

　
　
開
催
す
る
。

2
事
業
等
に
つ
い
て
は
本
選

　
文
化
祭
に
準
じ
て
行
う
。

東
郷
か
ら
は
る
ば
る
長
野
県
に

・
☆
農
村
の
中
堅
青
年
を
養
成

働
き
乍
ら
学
ぶ
勤
労
青
少
年
「
蚕
飼
の
研
修
を
主
体
に
考
え
た

の
教
育
の
場
と
し
て
青
年
学
級
一
が
、
将
来
農
業
を
営
む
優
秀
な

や
、
夜
学
会
、
研
究
グ
ル
ー
プ
一
能
力
を
養
成
す
る
に
は
、
幅
広

等
が
あ
り
着
々
と
そ
の
成
果
を
い
農
業
全
般
の
問
題
を
研
究
す

挙
げ
て
い
る
が
、
更
に
之
れ
が
・

中
堅
青
年
を
養
成
す
る
為
に
、

初
の
試
み
と
し
て
青
年
総
名
を
・

長
野
県
へ
約
一
ヵ
月
間
派
遣
し

た
。

自
営
の
能
力
を
養
成

　
は
じ
め
は
酪
農
、
果
樹
、
養
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東
郷
村
議
会
定
例
会
は
十
月

二
十
八
目
午
前
十
時
村
議
会
議

事
堂
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
目

間
で
左
の
案
件
を
審
議
原
案
ど

お
り
可
決
確
定
し
た
。

議
案
第
四
十
二
号
　
固
定
資
産

　
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

　
任
に
つ
い
て

　
本
件
委
員
二
三
和
三
郎
氏
の

　
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委
員

　
選
任
の
議
案
で
時
日
和
三
郎

　
氏
を
再
選
任
す
る
こ
と
に
全

　
会
一
致
同
意
可
決
し
た
。

議
案
第
四
十
三
号
　
村
立
坪
谷

　
及
福
瀬
小
学
校
々
舎
の
改
築

　
に
つ
い
て

　
本
件
昭
和
三
十
ご
年
度
に
お

　
い
て
坪
谷
小
学
校
一
九
六
、

　
五
坪
、
福
瀬
小
学
校
一
六

　
四
、
五
坪
を
改
築
す
る
議
案

　
で
原
案
ど
お
り
可
決
確
定
し

　
た
。

議
案
第
四
十
五
号
　
東
郷
謹
選

　
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
本
件
現
委
員
の
任
期
が
本
年
一

　
十
一
月
二
十
九
日
を
も
つ
て

　
任
期
満
了
と
な
る
の
で
そ
の

　
後
任
委
員
を
選
挙
す
る
議
案

　
で
議
会
で
選
挙
を
行
い
次
の

　
者
が
委
員
及
補
充
員
に
当
選
．

　
し
た
。
　
　
　
　
、
　
　
　
　
一

委
員
申
野
義
男
黒
木
嘉
市
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
小
山
勇
夫

補
充
員
直
野
東
一
草
野
新
七

　
　
　
吉
野
マ
ス
エ

　
立
地
条
件
を
実
地
で
み
、
そ

　
の
運
営
の
状
況
を
体
験
で
き

　
る
。

3
、
視
野
が
拡
大
さ
れ
青
年
と

　
し
て
、
将
又
農
業
人
と
し
て

　
の
性
格
の
形
成
に
非
常
に
役

　
立
つ
。

4
、
共
同
意
識
の
向
上
に
も
よ

　
い
。

　
人
間
形
成
に
役
立
つ

　
や
、
と
も
す
れ
獄
「
今
ど
き

の
青
年
」
と
批
判
さ
れ
が
ち
な

昨
今
、
こ
の
先
進
地
派
遣
か
ら

青
年
は
勿
論
の
こ
と
、
父
兄
達

の
熱
の
入
れ
方
も
真
剣
で
、
希

望
者
は
続
出
。
研
修
生
は
長
野

の
農
業
人
が
よ
く
考
え
、
よ
く

働
き
、
そ
の
経
営
が
優
れ
て
い

る
点
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
自

　

」
信
と
勇
気
を
得
た
。
又
現
地
人

の
親
切
と
温
い
心
づ
く
し
に
一

層
人
間
関
係
を
深
く
し
た
。
一

方
物
の
見
方
、
考
え
方
を
深
く

し
、
将
来
に
明
か
る
さ
を
覚
え

る
と
共
に
、
生
き
る
喜
こ
び
を

得
た
。

　
長
野
と
云
う
と
こ
ろ

　
長
野
県
は
ほ
ぼ
日
本
の
中
心

に
あ
り
、
そ
の
約
八
割
が
山

地
。

　
西
に
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が

切
り
立
ち
、
南
か
ら
東
に
か
け

て
南
ア
ル
プ
ス
が
県
境
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
云
う

見
地
か
ら
、
長
野
県
へ
派
遣
す

る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
結
果
、

1
、
研
究
生
は
長
野
の
農
業
を

　
み
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
達

　
の
農
業
の
実
態
を
つ
か
む
こ

　
と
が
閏
来
る
。

2
、
酪
農
経
営
、
果
樹
経
営
、

養
蚕
経
営
、
そ
の
他
機
械
化

農
業
な
ど
、
農
業
に
必
要
な

　
　
　
り
、
南

　
　
　
か
ら
中

　
　
　
心
部
め

　
　
　
さ
し
て

景
　
中
央
ア

噛
　
ル
プ
ス

ン
　
　
が
走
つ

や
　
　
て
い
る

餅
文
字
通

で
　
　
り
県
全

乳
　
体
が
山

高　
　
　
岳
に
お

倉戸
　
　
～
わ
れ

の　
　
　
そ
の
谷

戸
櫛

　
　
　
あ
い
を

退蔵
　
　
ぬ
っ
て

派　
　
　
千
曲
川

　
　
　
犀
川
、

　
　
　
木
曽
川

　
　
　
天
龍
川

「
が
流
れ
て
い
る
。

…　

�
ﾌ
流
域
は
比
較
的
地
味
が

「
肥
え
農
業
が
盛
ん
で
、
酪
農
、

｝
果
樹
、
養
蚕
、
そ
の
他
県
産
業

が
著
し
く
発
展
し
て
い
る
。
県

の
人
口
は
二
百
万
強
で
本
県
の

約
二
倍
で
あ
る
。
農
家
＝
戸
当

の
耕
地
は
六
反
強
に
す
ぎ
ず
県

民
が
暮
し
を
た
て
る
に
は
狭
い

よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
長
野
県
が
生
ん
だ
俳
人

一
茶
が
「
信
濃
で
は
月
と
仏
と

お
ら
が
そ
ば
」
と
歌
っ
た
よ
う

に
信
州
そ
ば
は
あ
ま
り
に
も
有

名
だ
が
、
そ
ば
と
並
ん
で
僑
州

味
噌
は
こ
れ
又
全
国
に
そ
の
名

を
馳
せ
て
い
る
。

　
研
修
の
内
容

　
研
修
先
は
長
野
市
の
隣
り
に

あ
る
埴
科
郡
の
松
代
町
と
戸
倉

町
の
二
つ
の
町
に
三
人
別
々
に

農
家
に
分
宿
し
て
研
修
し
た
。

主
と
し
て
疏
菜
園
芸
を
中
心
に

酪
農
、
普
通
作
と
組
合
せ
た
経

営
が
な
さ
れ
て
い
る
松
代
町
、

果
樹
園
芸
を
理
論
に
酪
農
、
普

通
作
と
組
合
さ
れ
た
戸
倉
町
と

夫
々
の
特
長
を
も
つ
て
い
る
町

で
あ
る
が
、
兎
に
角
、
多
角
的

に
経
営
が
組
合
さ
れ
て
い
る
。

1
、
研
修
先
の
農
家
に
於
て

は
そ
の
家
庭
の
人
達
と
同
様
の

仕
事
に
従
事
し
、
宿
泊
費
は
全

部
向
う
も
ち
、
そ
の
か
わ
り
手

伝
い
は
一
斉
無
料
奉
仕
と
い
う

き
ま
り
。

2
、
　
現
地
で
の
研
修
二
十
目

間
の
う
ち
、
県
内
の
優
良
先

進
地
で
あ
る
、
飯
山
市
、
中
野

市
、
小
諸
市
の
夫
々
の
名
所
旧

蹟
を
視
察
す
る
と
共
に
、
民
主

団
体
の
活
動
状
況
等
も
見
学
し

た
。
司
る
会
合
で
は
女
子
青
年

だ
け
の
研
究
会
を
も
ち
会
員
三

三
〇
〇
名
が
集
り
、
午
前
申
は

「
現
代
の
女
性
と
教
育
」
と
云

軌

、

山
　
の
　
歌

路
か
よ
ふ
崖
の
さ
な
か
を
わ
が
行
き
て
は
う
け
き
空
を
み
れ
ば
か

な
し
も

木
木
の
葉
の
宿
れ
る
秋
の
岩
山
の
そ
ば
路
ゆ
く
と
こ
こ
ろ
か
な
し

も散
り
す
ぎ
し
紅
葉
の
山
に
う
ち
つ
け
に
向
ふ
な
が
め
の
寒
け
か
り

け
り

し
め
り
た
る
落
葉
が
う
へ
に
わ
が
落
す
煙
草
の
灰
は
散
り
て
ま
し

ろ
き

う
議
題
で
講
演
が
な
さ
れ
、
午

後
は
化
粧
法
に
つ
い
て
の
講
習

等
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
会
合
に
於
て
、
特
に
感

心
し
た
こ
と
は
、
実
に
真
剣
で

発
雷
力
の
旺
盛
な
こ
と
、
積
極

性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
っ

た
。

3
、
特
別
研
修
と
し
て
、
長

野
市
青
年
団
、
埴
科
郡
青
年
団

主
催
の
「
高
原
の
集
い
」
と
云

う
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
が
、

千
米
余
り
の
高
原
に
約
五
〇
〇

名
の
若
人
が
参
集
し
男
女
一
緒

の
天
幕
の
中
で
共
に
生
活
し
、

南
と
北
と
の
青
年
達
が
互
に
悩

み
を
語
り
、
悲
し
み
を
わ
か
ち

あ
っ
て
心
の
つ
な
が
り
を
深
く

し
多
く
の
仲
間
を
得
た
こ
と
は

何
よ
り
の
攻
穫
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
以
下
次
号
）

派
出
所
だ
よ
り

◇
狸
銃
、
空
気
銃
の

　
　
　
事
故
や
違
反
を
防
ぎ
ま
し
よ
う

　
狩
猟
が
十
一
月
一
日
か
ら
解

禁
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
狩
猟

期
に
な
る
と
猟
銃
や
空
気
銃
に

よ
る
、
い
ろ
一
の
事
故
や
多

く
の
違
反
者
が
出
て
い
る
の
で

狩
猟
さ
れ
る
か
た
が
た
も
次
の

こ
と
を
必
ず
守
っ
て
事
故
や
違

反
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
狩
猟
期
は
十
一
月
一
日
か
ら

翌
年
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

◇
狩
猟
許
可
の
年
令

　
猟
銃
は
満
二
十
才
以
上
、
空

気
銃
は
満
十
八
才
以
上
の
人
で

な
い
と
狩
猟
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
小
申
学
生
は
勿
論
、
高
校
低

学
年
以
下
の
人
は
狩
猟
は
で
き

ま
せ
ん
。

◇
狩
猟
許
可
の
条
件

1
猟
銃
は
県
公
安
委
員
会
の

所
持
許
可
の
ほ
か
県
知
事
の

，

　
発
行
す
る
狩
猟
免
許
を
。

　
2
空
気
銃
は
所
持
許
可
の
ほ

　
か
狩
猟
登
録
を
受
け
る
。

◇
狩
猟
を
禁
ぜ
ら
れ
て
い
る
場

　
所
と
時
間

1
鳥
獣
保
護
区
、
禁
猟
区
、

　
（
県
下
で
約
四
〇
ヵ
所
）
公

　
園
、
公
道
、
社
寺
の
境
内
、

　
墓
地
、
市
街
地
、
そ
の
他
人

　
家
の
密
集
し
て
い
る
と
こ

　
ろ
。

2
発
射
し
た
場
合
、
人
畜
、

　
建
物
、
汽
車
、
船
舶
な
ど
に

　
弾
丸
の
届
く
と
こ
ろ
。

3
日
没
後
や
日
の
出
前
。

◇
猟
銃
や
空
気
銃
を
持
っ
て
歩

　
く
場
合
の
注
意

　
必
ず
銃
袋
に
入
れ
る
か
、
お

　
お
い
を
か
ぶ
せ
る
こ
と
。

◇
爆
発
物
や
劇
毒
薬
等
に
よ
る

狩
猟
禁
止

　
爆
発
物
や
劇
毒
薬
ま
た
は
危

　
険
な
、
わ
な
、
落
し
穴
に
よ

　
つ
て
狩
猟
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
劇
竃
薬
や
据
銃
は
特
に
危
険

　
で
人
の
生
命
に
か
か
わ
る
こ

　
と
で
す
か
ら
注
意
し
て
く
だ

　
さ
い
。

◇
狩
猟
が
す
ん
だ
ら
必
ず
弾
抜

　
き
を
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狩
猟
が
終
っ
た
ら
猟
銃
や
空

気
銃
は
必
ず
弾
抜
き
を
励
行

し
ま
た
自
宅
に
置
く
場
合
は

銃
と
弾
は
別
々
に
保
管
し
て

子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ

ろ
に
置
く
こ
と
。
銃
に
弾
が

詰
ま
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
の
を
子
供
が
持
ち
出
し
、
・

引
き
金
を
引
い
て
死
亡
し
た

㌔
，
8
，
豊
9
，
8
恥
，
σ
も
，
，
，
，
，
。
ら
巳
9
，
噂
『
－
篭
～
，
の
8
辱
，
伊
，
篭
ρ
醒
嘔
，
’
・
じ
9
，
辱
，
’
亀
，
，
・
ら
，
．
，
，
8
，
亀
，
’
・
嘔
，
・
ら
9
，
・
，
の
・
塾
，
f
，
『
竃
，
ε
・
ζ
8
㌦
｛
・
，
㍉
・
．
言
・
◎
ノ
ら
・
く
ノ
ら
～
♪
．
～
●
ノ
》

、
憩

村
祭
り
に
つ

●

一
、

一
、

一
、

　
事
故
が
毎
年
起
っ
て
い
ま
す

◇
所
持
許
可
を
う
け
て
い
な
い

　
人
は
だ
だ
ち
に
手
続
を
。

　
空
気
銃
も
一
昨
年
か
ら
猟
銃

　
に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

　
公
安
委
員
会
の
所
持
許
可
を

　
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ

　
う
に
な
っ
た
の
で
、
空
気
銃

　
や
猟
銃
を
無
許
可
の
（
狩
猟

　
免
許
お
よ
び
登
録
と
は
別
）

　
ま
ま
持
っ
て
い
る
と
処
罰
き

　
れ
ま
す
か
ら
、
自
宅
等
に
空

　
気
銃
や
猟
銃
が
無
許
可
の
ま

　
ま
に
し
て
あ
り
ま
し
た
ら
、

　
た
だ
ち
に
も
よ
り
の
派
出
所

　
か
駐
在
所
に
「
所
持
許
可
申

　
請
」
を
出
し
て
許
可
を
受
け

　
て
く
だ
さ
い
。

◇
狩
猟
を
き
れ
る
か
た
に
希
望

　
し
た
い
こ
と
。

　
狩
猟
に
つ
い
て
は
種
々
の
規

　
則
や
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

　
必
ず
守
り
違
反
や
事
故
の
な

　
い
楽
し
い
猟
期
を
過
し
て
も

　
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　

@　

@
い
て
串

東
郷
村
公
民
館

東
郷
村
婦
人
連
絡
協
議
会

東
郷
村
青
年
連
絡
協
議
会

東
郷
村
新
生
活
運
動
協
議
会

㌔ψ圃ら’噂・●騨らの‘．，9㍉σ“、o㍉●鴨・9●●●

ゆ

お
祭
り
に
は
お
客
の
招
待
岬

は
や
め
ま
し
よ
う
・
晒

内
祭
り
は
簡
素
に
し
て
お
蜘

宮
の
賑
い
を
盛
ん
に
し
ま
幅

し
よ
う
　
　
　
　
　
晒

余
興
は
農
村
に
ふ
さ
わ
し
｛

い
も
の
と
し
て
経
費
の
節
晒

約
に
つ
と
め
ま
し
よ
う
　
岬

｛
の
，
ら
，
9
ら
，
の
，
亀
9
9
．
，
σ
，
．
富
ヲ
．
，
ρ
，
♪
．
，
．
．
．
．
．
．
・
．
．
・
．
．
：
．
．
・
．
．
＝
．
・
・
，
｛
．
；
．
・
・
＝
…
：
：
ち
・
。
…
二
・
3
3
・
●
・
。
｝
．
：
●
●
●
：
●
。
電
．
ら
；
・
●
・
：

＋
一
月
の

　
”
こ
よ
み
”
か
ら

三
　
日
ロ
文
化
の
目

　
私
し
達
の
遠
い
祖
先
は
す
で

　
に
大
和
の
朝
の
こ
ろ
大
陸
文

　
化
を
吸
牧
し
て
世
界
に
ほ
こ

　
る
日
本
文
化
を
う
ち
た
て
た

　
近
く
は
明
治
の
初
年
、
わ
た

　
し
達
の
父
祖
は
欧
米
文
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即

　
消
化
し
て
、
目
本
文
化
の
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫

　
隆
に
資
し
た
。
わ
た
し
達
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
今
日
菊
花
薫
る
文
化
の
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湘

　
迎
え
、
新
し
い
文
化
の
創
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

　
に
っ
と
め
児
孫
に
偉
大
な
る

　
文
化
の
遺
産
を
伝
え
た
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

　
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
晒

　
白
も
黄
も
咲
き
な
ら
べ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

菊
の
園
　
　
　
　
（
子
規
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閣

十
八
日
1
1
山
陰
神
社
例
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
鎮
守
の
森
か
ら
流
れ
て
来
る
一

　
太
鼓
の
音
や
旧
太
鼓
の
鐘
の

音
に
は
昔
な
が
ら
の
響
が
こ

も
り
五
毅
豊
穣
を
感
謝
す
る

村
人
達
の
真
心
が
こ
も
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
幼
き
日
、
母

に
手
を
引
か
れ
て
村
祭
の
賑

い
に
出
か
け
た
思
出
も
な
つ

か
し
い
。

う
ぶ
す
な
の
わ
が
氏
神
よ
と

一
I
1
8
置
ー
ー
■
■
8
－
l
1
9
0
1
1
1
圏
1
8
■
1
1
6
置
8
■
1
－
1
匿
l
l
置
l
I
o
璽
－

一

　
　
火
の
用

ポ
ン
プ
百
よ
り
用
心
一

〇
寝
る
前
、
外
出
前
に
は
必
ず
火
も
と
に

　
　
注
意
し
ま
し
よ
う
、
照
、
　
　
　
　
。

◎
子
供
が
火
遊
び
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ

　
　
け
ま
し
よ
う

人
が
ね
る
時
火
事
は
お
き
る

　
こ
し
え
に
村
の
し
づ
め
と
お

　
は
す
こ
の
神
　
　
（
牧
水
）

二
十
三
日
”
勤
労
感
謝
の
日

お
互
に
勤
労
の
貴
さ
を
知
り

世
の
働
く
人
々
や
そ
の
力
に

よ
っ
て
造
り
出
さ
れ
た
数
々

の
も
の
に
心
か
ら
感
謝
し
た

　
い
も
の
で
あ
る
。

　
、
　
　
　
　
　
　
開

　
の
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・

　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閏

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

『
冒
閣
l
l
巳
I
o
l
一
■
8
9
0
8
1
1
畳
o
l
一
■
一
1
8
1
一
塵
一
l
I
■
巳
l
l
l
■
1
6
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恥
鱒

以
1

1
i

ll

鱒

麦
作
り
と

｝
そ
ろ
ば
ん

　
或
る
日
友
達
に
向
っ
て
、

「
お
い
、
そ
ん
な
石
こ
ろ
な
ん

か
捨
て
～
し
ま
え
、
そ
う
す
り

や
、
机
の
上
だ
つ
て
、
さ
つ
ば

り
す
る
ぞ
」

　
私
に
は
、
彼
の
机
の
上
の
石

こ
ろ
が
、
山
の
中
に
こ
ろ
が
っ

て
居
る
石
よ
り
も
、
否
そ
れ
よ

り
三
つ
ま
ら
ぬ
も
の
と
し
か
見

え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す

　
と
こ
ろ
が
友
達
は
、

「
何
を
、
馬
鹿
な
こ
と
を
言
う

の
か
、
君
は
こ
の
石
の
ね
う
ち

を
知
ら
ぬ
か
ら
、
そ
ん
な
こ
と

を
言
う
の
だ
、
そ
も
そ
も
こ
の

石
は
ね
、
或
る
日
山
に
登
っ
た

時
に
持
っ
て
帰
っ
た
も
ん
だ
、

山
に
あ
る
石
を
持
っ
て
帰
る
、

そ
の
石
を
き
れ
い
に
洗
う
、
そ

し
て
そ
の
石
は
僕
の
机
の
上
に

置
か
れ
た
、
こ
の
事
が
一
つ
一

つ
貴
重
な
ね
う
ち
の
増
加
な
ん

だ
、
そ
の
上
に
、
僕
は
、
あ
の

日
の
山
の
楽
し
さ
を
、
毎
日
こ

の
机
の
石
に
よ
っ
て
思
い
起
し

て
居
る
、
君
に
だ
っ
て
、
こ
れ

位
の
、
ね
う
ち
の
増
加
の
原
理

位
、
わ
か
り
そ
う
な
も
ん
だ

な
」

　
私
は
、
こ
の
言
葉
で
、
ペ
シ

ヤ
ン
コ
に
や
ら
れ
た
。

　
「
ね
う
ち
の
増
加
」

（
そ
う
だ
、
農
業
の
す
べ
て
が

こ
の
言
葉
の
基
に
立
っ
て
、
行

わ
治
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ

し
て
謙
る
時
は
、
金
銭
的
な
ね

う
ち
の
増
加
で
あ
り
、
又
詣
る

場
合
に
は
、
気
分
的
な
も
の
で

あ
り
、
そ
の
両
方
が
適
当
に
配

合
さ
れ
た
も
の
が
、
よ
り
大
き

い
場
合
に
初
め
て
理
想
的
農
業

経
営
が
成
り
立
つ
事
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ら
う
か
）

　
私
は
こ
の
時
、
つ
く
づ
く
こ

う
考
え
ま
し
た
。
こ
＼
で
、
今

か
ら
栽
培
し
よ
う
と
す
る
麦
に

つ
い
て
、
金
銭
面
だ
け
か
ら
見

た
（
ね
う
ち
の
増
加
）
に
つ
い

て
、
即
ち
そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
い

て
純
度
い
と
思
い
ま
す
。

　
若
し
一
反
歩
か
ら
五
俵
の
麦

が
と
れ
た
と
考
え
ま
す
。
一
升

五
十
円
で
一
万
円
の
攻
入
と
な

り
ま
す
。

　
此
の
麦
の
経
費
と
し
て
、
土

地
代
金
五
万
円
を
、
土
地
を
売

っ
て
人
に
金
を
貸
し
た
と
仮
定

し
て
、
年
五
分
の
場
合
、
半
年

で
千
二
百
五
十
円
、
種
代
四
升

で
二
百
円
、
堆
肥
百
貫
で
五
百

円
、
尿
素
二
貫
で
四
百
円
、
過

石
四
貫
で
二
百
五
十
円
、
塩
加

三
貫
で
三
百
円
、
石
灰
十
貫
で

二
百
五
十
円
、
肥
料
代
が
千
七

百
円
、
人
を
七
人
位
頼
む
と
、

千
七
百
五
十
円
そ
の
他
、
農
具

費
や
い
ろ
く
の
も
の
を
千
円

と
見
て
、
経
費
の
合
計
が
五
千

九
百
円
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
差
引
き
四
千
百
円

と
言
う
こ
と
に
な
り
自
分
で
働

い
た
日
数
二
十
五
日
で
割
る
と

百
五
十
四
円
の
日
当
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
若
し
、
麦
が
病
気
に
罹
っ
た

り
、
手
入
れ
が
お
く
れ
て
、
草

が
生
え
た
り
し
ま
す
と
、
薬
代

や
労
賃
が
増
し
て
、
尚
更
日
当

が
安
く
な
り
ま
す
。

　
併
し
乍
ら
、
こ
の
麦
も
自
分

で
食
う
て
、
米
を
売
れ
ば
、
麦

も
米
の
値
段
が
す
る
と
言
う
人

も
あ
り
、
こ
の
計
算
で
は
ピ
ツ

タ
リ
来
な
い
場
合
も
出
て
来
ま

す
。
又
売
の
麦
を
、
牛
に
消
化

し
易
い
状
態
に
し
て
食
わ
せ
ま

す
と
、
更
に
ね
う
ち
が
っ
く
事

に
な
り
ま
す
。
又
こ
れ
を
尚
工

夫
し
て
、
青
刈
り
で
牛
に
食
わ

せ
た
な
ら
ば
、
麦
の
青
刈
り
は

実
よ
り
も
デ
ン
プ
ン
で
倍
、
タ

ン
パ
ク
で
二
倍
半
も
あ
り
ま
す

か
ら
倍
以
上
の
ね
う
ち
が
っ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
一
麦
、
実
採
り
目
的
の
な
た
ね
。

此
の
麦
の
青
刈
り
よ
り
更
に
、
一
間
引
い
て
鶏
に
食
わ
せ
る
菜
種

え
ん
ば
く
は
栄
養
価
が
高
い
の
．
青
刈
り
の
飼
料
、
販
売
し
て
現

で
、
又
一
日
傘
入
が
増
加
す
る
｝
金
貸
入
の
基
に
す
る
野
菜
と
色

ご
と
に
な
る
よ
う
で
す
。
こ
う
々
工
夫
し
て
、
更
に
後
で
手
の

し
て
、
次
か
ら
次
に
ね
う
ち
が
か
～
ら
ぬ
様
、
又
経
費
の
節
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て
来
る
の
が
農
業
経
営
の
出
来
る
様
に
、
基
肥
の
設
計
、

面
白
さ
と
も
言
え
る
と
思
い
ま
一
品
種
や
種
類
の
選
択
、
植
付
遣

す
が
、
こ
の
事
を
常
に
考
え
て

置
い
て
、
作
付
の
計
画
な
り
、

栽
培
の
設
計
な
り
を
し
て
行
く

事
が
、
非
常
に
大
切
で
あ
る
と

言
う
事
が
言
え
る
で
せ
う
。

　
自
給
す
る
麦
、
家
畜
飼
料
の

本
年
は
マ
ス
ダ
ピ
ー
ス
品
種

（
江
戸
川
蔓
な
し
）
を
キ
ゥ
リ

の
畝
間
に
栽
培
し
ま
し
た
。

　
マ
ス
ダ
ピ
…
ス
は
値
段
の
よ

岩崩

R
編
繰
蟹

制
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
適
当
一

式
の
工
夫
、
種
の
消
毒
等
と
出
一
な
品
種
が
無
か
っ
た
の
で
あ
ま

発
で
充
分
準
備
を
整
え
て
か
ら
り
栽
培
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し

今
年
の
冬
作
こ
そ
は
、
日
当
三
た
。
幸
い
本
年
雑
誌
「
営
農
」

百
円
以
上
の
仕
事
に
な
る
様
に
　
で
優
良
品
種
を
み
つ
け
ま
し
た

し
て
戴
き
度
い
も
の
だ
と
思
い
　
の
で
そ
れ
を
キ
ウ
リ
と
共
に
植
一

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
栽
培
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
風
を
さ
け
、
年
末
年
始
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
出
荷
し
た
い
と
　
　
て
い
ま

　　
@　
@　
@　

｢
て
譲
璽
購
轄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
瓜

　
　
野
　
清
　
房
　
キ
ゥ
リ
の
性
質
は
気
温
が
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
日
照
時
間
が
長
い
ほ
ど
生
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
よ
い
と
冒
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
抑
制
栽
培
は
こ
れ
と
反
対
に
日

子
題
す
る
の
で
九
月
一
、
二
日

に
は
播
き
た
い
（
本
年
は
雨
の

た
め
お
く
れ
た
）

一
1
播
種
量
と
植
付

　
播
種
量
は
八
型
歩
に
一
合

　
植
付
畝
間
六
尺
×
二
尺
の
二

　
条
播
、
申
に
マ
ス
ダ
ピ
ー
ス

　
を
植
え
る
。

→四
刧
o
嬉
鵬
鑛
五
・

　
九
重
六
号
一
俵
と
追
肥
薄
い

　
下
肥
五
回
－
六
回
調
製
の
頃

皿
は
硫
安
、
又
は
尿
素
を
使
う

五
、
病
虫
害

　
病
虫
害
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
が
た
だ
ベ
ト
病
と
タ
ン

ソ
病
の
予
防
と
し
て
ダ
イ
セ
ン

八
一
一
〇
匁
を
十
日
お
き
に
撒

布
し
て
い
ま
す
。
又
ア
プ
ラ
虫

の
心
配
も
あ
り
ま
す
の
で
硫
酸

ニ
コ
チ
ン
も
撤
興
し
ま
す
。

（
生
育
後
半
は
ボ
ル
ド
ー
か
水

銀
剤
、
フ
ミ
ロ
ン
錠
が
落
花
が

少
い
よ
う
で
す
）

六
、
販
売

　
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
売
行
は

上
々
で
す
。

水
稲
早
期
栽
培
の
後
作

　
　
「
抑
制
キ
ウ
リ
」
に
つ

寺
迫
青
協
　
海

　
私
は
水
稲
早
期
栽
培
の
後
作

と
し
て
「
抑
制
キ
ゥ
リ
」
を
栽

培
す
る
こ
と
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
が
、
昨
年
は
よ
い
成
績

を
あ
げ
た
の
で
本
年
は
作
付
面

積
を
昨
年
の
倍
に
し
て
八
頭
歩

に
植
付
け
ま
し
た
。
そ
の
研
究

の
中
間
発
表
を
い
た
し
幽
す
。

一
、
栽
培
と
目
的

1
「
抑
制
キ
ウ
リ
」
に
し
た
理

　
由

　
こ
こ
二
、
三
年
前
早
稲
栽
培

が
急
激
に
広
ま
り
、
そ
の
後
作

の
問
題
が
色
々
と
研
究
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
普
通
早
稲
の
あ
と
に
は
秋
馬

鈴
薯
を
植
付
さ
れ
て
い
ま
す
が

馬
鈴
薯
は
安
定
し
た
作
物
で
は

あ
り
ま
す
が
、
種
子
代
、
肥
料

代
と
多
く
の
経
費
が
必
要
で
す

の
で
、
比
較
的
経
費
の
か
＼
ら

ぬ
「
抑
制
キ
ウ
リ
」
に
し
ま
し

た
。2

組
合
せ
栽
培

長
野
県
の
研
修
を
顧
み
て

研
修
地

　
　
　
　
　
　
前
　
田
　
福
　
下

襲
野
県
埴
科
郡
戸
倉
町
芝
原

宮
原
学
治
氏
宅
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
二
十
一
日
間
、
先
進
地

羅
翫
薯
蠕
蝉
懇
雛
孔
轟
灘
齢

抑制キウリ畑の風景

る
の
で
品
種
が
＝
の
事
や
青
年
団
体
活
動
な
ど
に

番
大
切
で
低
温
短
一
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
し

日
で
も
生
育
出
来
一
た
の
で
そ
の
感
想
の
一
端
を
回

る
日
向
四
季
節
成
報
告
申
し
ま
す
。

胡
瓜
を
え
ら
び
ま
一

し
た
。

　
長
野
察
は
私
に
と
り
ま
し
て

｝
は
末
知
数
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

　
昨
年
は
「
四
葉
」
・
す
の
で
、
見
る
も
の
聞
く
も
の

を
植
付
ま
し
た
す
べ
て
私
の
心
に
う
た
れ
る
も

が
低
温
短
日
に
な
の
ば
か
り
で
し
た
。

り
ま
す
と
実
が
曲
　
　
耕
地
は
六
反
歩
平
均
く
ら
い

つ
た
り
尻
太
に
な
　
で
規
模
の
面
で
は
大
き
く
あ
り

つ
て
品
質
が
落
ち
｝
ま
せ
ん
が
常
に
新
し
い
技
術
を

　
　
　
　
　
　
　
取
り
入
れ
て
行
こ
う
と
す
る
現

ま
し
た
。

三
、
播
種

　
　
九
月
十
日

　
早
稲
を
八
月
中

地
の
農
民
の
考
え
方
に
は
考
え

一さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
気
候
は
降
雪
期
間
は

優
良
公
民
舘
視
察
記

　
　
　
　
　
　
　
鶴
野
内
公
民
館
畏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
山
　
　
富
　
　
栄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

分
館
長
一
行
十
名
は
志
知
島
々
の
農
民
の
豊
か
さ
を
物
語
っ
て

事
に
引
率
さ
れ
て
加
久
藤
公
民

館
視
察
に
向
い
ま
し
た
。

十
月
も
半
と
な
れ
ば
早
朝
の
冷

気
一
入
身
に
し
み
て
爽
や
か
さ

を
覚
え
つ
㌧
車
申
の
人
と
な
り

ま
す
。
沿
道
山
回
に
森
か
げ
に

は
た
広
々
と
打
続
く
浅
黄
に
ゆ

ら
ぐ
稲
穂
の
眺
め
は
特
に
印
象

的
な
景
勝
で
す
。
一
路
汽
車
が

西
諸
路
に
入
る
時
そ
の
感
興
は

尚
一
段
と
魅
力
的
で
す
。
日
向

の
穀
倉
と
も
云
わ
れ
る
あ
の
飯

で
も
い
る
よ
う
で
す
。
駅
に
降

り
た
つ
と
中
、
小
学
校
に
隣
し

て
千
八
百
万
円
を
投
じ
た
と
い

う
町
役
場
が
そ
び
え
立
っ
て
い

ま
す
。
藁
葺
の
彼
此
を
思
い
、

い
く
ば
く
か
の
悲
哀
を
感
じ
つ

～
先
づ
中
央
公
民
館
内
に
あ
る

社
会
教
育
係
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
建
物
は
事
務
室
、
和
裁
室

洋
裁
室
の
一
棟
と
最
近
改
築
さ

れ
た
家
事
室
、
会
議
室
、
控
室

（
三
十
六
畳
の
和
室
）
映
写
兼

　
和
裁
学
級
、
洋
裁
学
級

毎
日
聴
講

　
婦
人
学
級
、
青
年
学
級
、

　
週
一
四
、
他
に
分
館
ニ
ヵ
所

　
視
聴
覚
教
育

　
毎
月
十
日
間
分
館
映
写
巡
回

社
会
教
育
費
予
算
＝
二
八
万
円

分
館
助
成
費
N
・
§
田
＋
（
U

薄
×
8
田
）
齢
囲
贈
一
霞
O
U
等

そ
の
他
運
営
状
況
を
承
り
、
次

で
加
入
千
三
百
之
い
う
町
営
有

線
放
送
施
設
を
見
学
し
て
目
的

の
東
川
北
分
館
を
訪
れ
ま
し
た

百
七
戸
あ
る
と
い
う
こ
の
部
落

は
申
央
の
平
地
に
反
し
、
全
く

家
具
に
登
り
止
ま
な
い
程
の
段

々
部
落
で
す
。
こ
の
日
村
人
は

新
農
村
対
策
の
牧
野
作
り
に
出

払
っ
て
い
て
至
極
長
閑
で
し
た

戸
毎
に
鶏
の
声
が
聞
え
て
醒
ま

す
。
坂
道
の
渇
を
癒
せ
と
ば
か

り
水
道
の
水
が
ほ
と
ば
し
っ
て

い
喜
寛
三
百
年
程
前
一
時
栄

え
た
こ
と
の
あ
る
と
い
う
こ
の

古
風
な
村
が
今
の
世
に
又
蘇
え

ら
ん
と
す
る
息
吹
で
し
よ
う
か

二
人
の
婦
人
会
の
方
が
案
内
し

て
辿
る
家
々
に
は
大
抵
牛
馬
が

二
、
三
頭
は
繋
い
で
あ
り
ま
す

そ
し
て
必
ず
む
く
一
肥
え
た

仔
馬
が
い
ま
す
。
堆
肥
舎
に
は

ぎ
っ
し
り
堆
肥
が
積
ま
れ
て
い

ま
す
。
多
分
五
千
貫
位
は
あ
っ

た
で
し
ょ
う
。
毎
朝
五
時
半
に

婦
人
会
の
手
で
増
産
の
鐘
が
鳴

ら
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

ご
、
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
公

民
館
運
動
と
し
て
婦
人
会
が
大

変
活
躍
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
が
婦
人
に
と
っ
て

最
も
身
近
な
運
動
で
あ
る
こ
と

で
す
。
現
在
推
進
き
れ
て
い
る

も
の
を
次
に
塞
ぐ
れ
ば

　
堆
肥
増
産
年
間
換
金
額

　
　
　
　
　
三
十
九
万
九
千
円

　
二
十
羽
養
鶏
現
在
月
額

　
　
　
　
　
十
三
万
－
十
五
万

　
養
豚
奨
励
　
養
鶏
と
共
に
本

　
年
度
町
重
点
施
策

　
家
庭
菜
園

　
台
所
改
善
　
炊
事
場
、
カ
マ

　
ド
、
便
所
の
合
理
化

　
水
道
施
設
　
四
五
戸
完
成
農

　
協
融
資
に
よ
り
五
万
年
返
済

　
年
額
三
、
五
〇
〇
円
・

そ
の
他
分
館
長
が
区
長
兼
任
で

あ
る
為
町
の
重
点
施
策
を
そ
の

ま
、
取
入
れ
て
い
る
こ
と
以
上

の
こ
と
が
ら
に
付
て
部
落
民
が

真
剣
に
取
組
み
着
々
そ
の
成
果

を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
つ

ぶ
さ
に
見
聞
し
て
つ
る
べ
落
し

の
日
を
惜
し
み
つ
～
東
川
北
部

落
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

翌
日
生
目
村
を
訪
ね
ま
し
た
が

紙
面
の
都
合
に
よ
り
追
而
御
報

告
す
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

永
い
が
夏
の
災
害
が
少
な
く
、

リ
ン
ゴ
を
取
入
れ
た
乳
牛
、
養

蚕
、
花
卉
の
経
営
形
態
で
生
活

水
準
は
全
般
に
良
好
で
あ
り
ま

す
。　

公
民
館
の
調
査
部
に
よ
り

「
私
達
の
農
業
穏
営
と
農
家
生

活
」
に
つ
い
て
、
経
営
形
態
、

生
活
状
況
、
攻
支
、
考
え
方
等

あ
ら
ゆ
る
面
の
調
査
統
計
が
と

ら
れ
、
そ
れ
を
基
準
に
し
た
農

業
指
導
等
、
村
の
政
治
等
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
農
民
の
団
結
は
良
く
、
彼
等

の
生
産
す
る
物
は
、
ほ
と
ん
ど

す
べ
て
が
農
協
を
通
じ
て
販
売

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ

一

の
農
協
、
の
意
識
が
強
く
、
従

っ
て
農
協
の
経
営
も
非
常
に
よ

い
よ
う
に
あ
り
ま
し
た
。

で
す
。

『
予
防
は
治
療
に
ま
さ
る
』
と

云
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
生
活
の
中
で
目
立
つ
も
二
、
常
に
体
を
健
康
に
保
っ
て

野
か
ら
加
久
藤
に
ひ
ろ
が
る
平
青
年
学
級
室
の
二
棟
に
な
っ
て

野
は
豊
年
の
稔
り
に
ま
こ
と
目
い
ま
す
。
活
動
状
況
は
事
務
局

徳
さ
め
貰
ば
か
り
で
す
。
平
均
員
外
の
常
在
講
師
四
人
が
担
当

む
与
島
斗
そ
れ
は
確
に
こ
の
博
し
て
い
ま
す
。

の
と
し
て
子
供
の
躾
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
婦
人
会
の
話
し
合
一

研
究
に
よ
り
学
校
か
ら
帰
る
と
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
に
自
習
を
し
て
、
そ
れ
か

ら
遊
び
に
出
る
こ
と
が
よ
く
実

行
さ
れ
、
学
校
帰
り
に
た
わ
む

れ
て
い
る
よ
う
な
姿
は
一
人
も
一

み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
申
し
た
い
こ
と
は
言
葉

遺
の
よ
い
こ
と
で
す
。
子
供
も

大
人
も
、
農
仕
事
の
帰
り
で
も

家
庭
内
で
も
ま
こ
と
に
き
れ
い
・

な
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
…

役
場
や
農
協
の
職
員
の
方
も
村

人
達
に
ま
こ
と
に
親
切
で
あ
り

ま
し
た
。
村
民
が
役
場
で
膝
を

つ
き
合
せ
て
話
合
っ
て
い
る
姿
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
度
々
見
ま
し
た
が
、
こ
う
し
｝

く
つ
な
が
り
政
治
が
住
民
に
浸

透
し
て
よ
い
農
業
が
な
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た

　
こ
の
外
私
の
感
じ
た
事
は
土

地
の
青
年
団
の
研
究
意
欲
の
高

い
事
と
、
婦
人
が
家
庭
内
の
す

べ
て
の
事
を
良
く
知
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
家

族
の
話
し
合
に
よ
っ
て
経
営
が

な
さ
れ
て
い
る
結
果
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
私
は
今
回
視
察
に
よ
り
得
ま

し
た
事
を
参
考
と
し
て
今
後
み

な
さ
ま
と
共
に
郷
土
の
産
業
振

興
生
活
文
化
の
向
上
に
務
め
て

ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
事
が
村
の
政
治
が
家
庭
と
よ
｝
三
・
感
冒
に
か
、
つ
た
時
は
出

聯、A爪あ凧▲一噛山

保無届リ
ーム’一

流
感
に
御
用

流
行
性
感
冒
が
、

又
々
再
流
行
の
き

ぎ
し
を
示
し
て
き

ま
し
た
。
之
か
ら

冬
に
か
け
て
充
分

な
注
意
を
し
て
い

置
く
事
、
過
労
を
さ
け
充
分

な
休
養
を
取
り
栄
養
に
注
意

　
し
不
断
か
ら
皮
膚
を
鍛
錬
し

　
て
体
の
抵
抗
力
を
強
め
て
お

　
く
こ
と
。

二
、
飛
沫
感
染
を
防
ぐ
た
め
ウ

　
ガ
イ
や
マ
ス
ク
の
使
用
を
励

行
す
る
こ
と
。
外
出
後
、
食

　
時
の
前
後
、
睡
眠
前
に
は
必

　
ず
ウ
ガ
イ
を
す
る
習
慣
を
つ

　
け
て
下
さ
い
。
水
・
番
茶
食
塩

水
、
瑚
酸
水
な
ど
ど
れ
で
も

　
い
い
か
ら
、
の
ど
の
奥
の
方

　
を
よ
く
洗
う
と
云
う
気
持
で

　
丁
寧
に
し
て
下
さ
い
。
流
行

　
時
に
は
乳
幼
児
を
人
ご
み
の

　
申
に
な
る
べ
く
連
れ
出
さ
な

　
い
様
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

来
る
だ
け
早
く
お
医
者
さ
ん

の
診
断
を
う
け
床
に
つ
い
て

静
か
に
療
養
し
て
下
さ
い
。

安
静
は
病
気
を
軽
く
す
ま
せ

る
の
に
役
立
つ
だ
げ
で
な
く

他
人
に
病
気
を
伝
染
さ
せ
な

い
為
に
も
大
切
な
事
で
す
。

恵
者
の
ッ
バ
タ
ン
鼻
汁
な
ど

で
汚
れ
た
紙
く
ず
や
布
片
は

や
き
す
て
食
器
類
は
煮
沸
す

る
か
熱
湯
に
通
し
又
患
者
の

寝
具
、
衣
類
は
し
ば
し
ば
日

光
消
毒
を
し
て
充
分
乾
燥
さ

せ
て
下
さ
い
。

　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
●

た
ゴ
き
た
い
も
の
で
す
。

◇
伝
染
経
路
　
　
　
　
　
．

　
患
者
や
保
菌
者
が
セ
キ
や
ク

シ
ヤ
ミ
を
し
た
り
談
笑
し
た
り

す
る
時
に
吐
き
出
さ
れ
る
鼻
、

口
、
の
ど
の
分
泌
物
、
小
さ
な

飛
沫
の
中
に
ヴ
イ
ル
ス
菌
が
あ

っ
て
こ
れ
を
張
り
の
人
が
す
い

こ
む
為
伝
染
し
ま
す
。
愚
者
或

は
保
菌
者
の
飛
沫
に
よ
る
直
接

伝
染
で
人
か
ら
人
へ
と
う
つ
っ

て
行
き
ま
す
。

◇
症
　
状

　
通
常
二
四
－
七
二
時
間
の
潜

伏
期
間
を
置
い
て
急
激
に
発
病

し
ま
す
。
寒
気
が
し
で
正
八
度

家
庭
欄

　　

@
心
を
1
　
　
一
ビ
タ
ミ
ン
に
は

以
上
の
熱
が
出
て
全
身
だ
る
く
一
　
足
が
あ
る

な
り
頭
痛
、
腰
足
等
い
た
み
食
「
　
食
べ
も
の
の
話
を
し
ま
す
と

欲
が
な
く
な
っ
た
り
三
時
に
は
話
し
て
い
る
人
も
聞
い
て
い
る

鼻
血
が
出
た
り
下
痢
が
起
り
腹
…
人
も
、
口
に
は
唾
液
が
盛
上
つ

痛
を
訴
え
る
事
も
あ
り
ま
す
。
…
て
来
ま
す
。
又
梅
干
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
も
の
を
見
る
と
、
す
つ
ば
い
も

　
　
　
療

◇
治

　
感
冒
の
治
療
は
静
か
に
寝
て
…
の
が
口
に
集
っ
て
来
る
こ
と
は

暖
か
く
し
て
い
る
事
が
一
番
大
だ
れ
も
経
験
す
る
こ
と
で
す
。

切
な
事
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
　
　
こ
の
よ
う
な
食
べ
も
の
は
、

ん
。
例
え
軽
症
で
あ
っ
て
も
お
｝
目
で
見
る
味
と
香
な
と
か
ら
、

医
者
さ
ん
の
診
断
を
受
け
医
師
『
お
い
し
い
な
」
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
指
示
に
従
っ
て
適
切
な
治
療
　
　
と
こ
ろ
が
同
じ
料
理
で
も
、

を
受
け
る
べ
き
で
す
。
熱
が
下
一
店
先
に
並
ん
で
い
る
も
の
は
、

つ
た
か
ら
と
云
っ
て
す
ぐ
働
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
も
お
い
し
い
も
の
の
よ
う
で

廻
る
の
は
再
発
を
起
す
原
因
と
一
す
。

な
る
の
で
慎
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
つ
の
料
理
を
見
ま
し
て
も

ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
菜
な
り
米
な
り
か
ら
出
来
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎
予
　
防
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
農
家
に

　
病
気
に
か
～
つ
て
か
ら
、
あ
一
出
来
る
も
の
が
、
多
い
よ
う
で

ら
ゆ
る
手
当
を
施
す
前
に
あ
ら
す
。
で
す
か
ら
毎
日
の
食
卓
も

か
じ
め
予
防
に
努
め
る
事
が
労
挿
し
い
も
の
が
、
並
へ
ら
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
ま
ず
で
す
。

力
や
経
費
の
点
で
遙
か
に
有
利

　
材
料
は
同
じ
で
も
、
調
理
す

る
と
き
に
、
野
菜
が
も
っ
て
い

る
美
し
い
色
を
、
逃
が
し
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
と
、

暖
く
な
る
た
め
、
温
い
も
の
を

食
べ
ま
す
。
野
菜
な
ど
多
く
使

っ
た
、
料
理
が
多
く
な
る
時
期

で
す
。

　
野
菜
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
C
が

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
か
ち
、
あ

ま
り
煮
つ
め
な
い
こ
と
で
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
C
は
、
熱
に
弱
い

も
の
で
す
。
青
菜
を
煮
て
お
り

ま
す
と
、
美
し
い
緑
色
か
ら
、

次
々
と
茶
色
に
な
り
ま
す
。
こ

の
色
が
茶
色
に
変
る
と
、
ビ
タ

ミ
ン
が
逃
げ
て
行
っ
た
と
、
云

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
緑
や
人

穴
の
よ
う
な
美
し
い
色
を
使
っ

た
料
理
は
、
色
よ
く
盛
り
ま
す

と
、
店
先
の
も
の
な
り
、
雑
誌

の
口
絵
に
も
ま
さ
る
も
の
が
、

出
来
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
調

理
の
と
き
、
足
が
あ
る
栄
養
物

が
あ
る
こ
と
を
、
忘
れ
ず
に
逃

さ
な
い
よ
う
に
、
す
る
こ
と
で

す
。

編
集
後
記

◇
全
山
の
紅
葉
も
日
一
日
と
紅

　
を
ま
し
、
垣
根
の
菊
も
今
を

盛
り
と
咲
き
乱
れ
て
い
る
。

鈴
な
り
の
柿
は
晩
秋
の
夕
日

　
に
て
り
、
蜜
柑
は
深
緑
の
葉

　
か
げ
に
黄
金
の
色
を
た
団
よ

　
わ
せ
て
い
る
。

　
農
村
は
稔
の
秋
を
万
喫
し
て

　
い
る
。

◇
脱
穀
機
の
音
が
引
き
り
な
し

　
に
流
れ
る
。
耕
萩
機
の
響
が

　
き
こ
え
る
。
リ
ヤ
カ
が
稲
を

　
山
と
積
ん
で
通
る
。
牛
車
が

　
行
く
。
農
村
の
晩
秋
は
い
と

　
な
み
の
最
盛
期
で
あ
る
。

　
や
が
で
新
穀
の
攻
納
が
終
り

　
麦
蒔
も
す
め
ば
、
村
祭
の
太

　
鼓
の
音
が
な
り
初
め
る
。

　
土
と
共
に
生
る
も
の
の
生
き

　
甲
斐
を
知
る
秋
で
あ
る
。

◇
こ
の
月
の
下
旬
か
ら
来
月
の

初
め
に
か
け
て
、
各
部
落
で

　
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
る
、
文

　
化
祭
も
十
年
の
歴
史
を
経
た

　
の
だ
。
十
年
ひ
と
昔
と
い
う

　
「
今
昔
の
感
」
に
堪
え
な
い

　
も
の
が
あ
る
。
今
年
も
み
ん

　
な
の
力
で
充
実
し
た
文
化
祭

　
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
御
協
力
を
切
望
し
て
や
ま
ぬ

◇
十
一
月
号
を
送
る
、
御
一
報

　
を
乞
う

　
　
新
米
の
こ
ぼ
る
る
庭
や

　
　
鶏
の
群

鼻
　
◎

」
：
～

p
『
跡
“
肇
奪

伊
　
晒
幽
　
」
匡
ら
へ
緊
1
　
，
り
一
瞬
h
　
卜

い
p
炉
～
♂
、
㌦

睡

r

ψ　
♂
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